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サイト概要

活動目的

面積

場所

申請者：サイト名：

本サイトは、中国地方の中央部に位置する広島県山県郡北広島町に位置し、太田川源流の水を育む水源かん養林の一端を
担っている。土地保全・河川水量の平準化・水質の浄化・地球温暖化防止（ＣＯ２吸収）・生物多様性の保全への寄与等、
多くの公益的機能を有しており、特に広島市の水道水の水源として都市化の進んだ太田川中流域においてもその水質が良好
であることから、「名水百選」に選定されている。また、長年に及び適切な間伐等による育林を行うことで、優良木の生
産・収穫等木材生産機能も有している。

水源かん養林の維持管理を通して、ＣＯ２吸収や土砂流出防止、野生生物の生
息環境保護に貢献しつつ、Ｊ-クレジットの創出や自然共生サイト認定などを
通して、生物多様性に関する情報発信を積極的に行う。

154.31ha

広島県山県郡北広島町

中国電力株式会社中国電力株式会社 水源かん養林（橋山の一・二）R6後期【No.56】
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アピール
ポイント

サイト周辺の
環境

土地利用の
変遷

申請者：サイト名：

本サイトは、水力発電に必要な水を継続して確保・利用するための水源かん養林として維持管理を行っている。水源かん
養機能のほか、ＣＯ２の吸収や土砂流出の防止、野生動植物の生息環境保護などの機能を有し、未利用価値の創出として、
２０２４年６月、Ｊ-クレジット（森林管理プロジェクト）のプロジェクトとして登録した。今後は、自然共生サイトに認
定されることで北広島町が掲げる「新たな森林活用ビジョン」に寄与すると共に、積極的に情報発信することで生物多様
性の認知度向上に貢献する。

本サイト周辺の奥滝山峡は、ミズナラ等の天然林が広範囲に亘っている。北部に流れる滝山川は顕著な曲流をなしており、
優れた植物相が一体となり良好な自然環境を形成していることから、広島県自然環境保全地域に指定されている。

当社は、昭和初期以降、水力発電所における集水区域の水源かん養を目的として、本サイトを含む太田川水系の森林を取得
し、スギやヒノキ等を植林した後、定期的に枝打ちや間伐するなど、適切な育成、管理を行っている。

中国電力株式会社中国電力株式会社 水源かん養林（橋山の一・二）R6後期【No.56】



価値（3）里地里山といった二次的な自然環境に特徴的な生態系が存する場
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写真の説明：ササユリ

写真の説明：オニヤンマ

申請者：サイト名：

生物多様性の価値

【場の概況】

【主な植生】

【確認された主な動植物など】

モニタリングの結果、植物148種、動物46種が確認された。主な種は以下の通り。
植物 ：ササユリ（Lilium japonicum）
哺乳類：ニホンジカ（Cervus nippon）、ノウサギ（Lepus brachyurus）、

テン（ホンドテン）（Martes melampus (M. m. melampus)）
鳥類 ：オオルリ（Cyanoptila cyanomelana）、ウグイス（Cettia diphone）
両生類：シュレーゲルアオガエル（Zhangixalus schlegelii）
昆虫類：オニヤンマ（Anotogaster sieboldii）、

ミヤマカワトンボ（Calopteryx  cornelia）

サイトの大部分はスギ・ヒノキ植林であり、北部を流れる松原川沿いの北向き斜面に
落葉広葉樹林、東部から南部にかけての尾根部を中心としてアカマツ二次林が分布し
ている。主に、植生自然度6と7に該当する。

本サイトは、主にスギ・ヒノキの針葉樹によって構成されているが、北部には広葉樹
林、東部にはアカマツ林が広がる。造林地の中央にかけて谷になっており、そこに南
北に亘る小川が流れている。こうした多様性のある環境によりニホンジカやオオルリ、
オニヤンマなどの動植物が確認されている。

中国電力株式会社中国電力株式会社 水源かん養林（橋山の一・二）R6後期【No.56】



価値（4）生態系サービスの提供の場であって、在来種を中心とした多様な動植物種からなる健全な生態系が存する場
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写真の説明：カジカガエル

写真の説明：サワガニ

申請者：サイト名：

生物多様性の価値

【場の概況】

【主な植生】

【確認された主な動植物など】

モニタリングの結果、植物148種、動物46種の多様な動植物が確認された。主な種は
以下の通り。
植物 ：ササユリ（Lilium japonicum）
哺乳類：ノウサギ（Lepus brachyurus）、

テン（ホンドテン）（Martes melampus（Ｍ.m.melampus））、
鳥類 ：コゲラ（Dendrocopos kizuki）、アカゲラ（Dendrocopos major）、

アオゲラ（Picus awokera）、ヒガラ（Periparus ater）
昆虫類：オニヤンマ（Anotogaster sieboldii）、ヒグラシ（Tanna japonensis）
両性類：カジカガエル（Buergeria buergeri）、

シュレーゲルアオガエル（Zhangixalus schlegelii）、
魚類 ：タカハヤ（Rhynchocypris oxycephala）、
甲殻類：サワガニ（Geothelphusa dehaani）

サイトの大部分はスギ・ヒノキ植林であり、北部を流れる松原川沿いの北向き斜面に
落葉広葉樹林、東部から南部にかけての尾根部を中心としてアカマツ二次林が分布し
ている。主に、植生自然度6と7に該当する。

本サイトでは、主にスギ・ヒノキの針葉樹によって構成されているが、北部には広葉
樹林、東部にはアカマツ林が広がり、造林地の中央にかけて谷になっており、そこに
南北に亘る小川が流れている。こうした多様性のある環境によりノウサギやコゲラ、
カジカガエルなどの多くの動植物が確認されている。

中国電力株式会社中国電力株式会社 水源かん養林（橋山の一・二）R6後期【No.56】



価値（6）希少な動植物種が生息生育している場あるいは生息生育している可能性が高い場価値（6）希少な動植物種が生息生育している場あるいは生息生育している可能性が高い場
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申請者：サイト名：

生物多様性の価値

【場の概況】

【確認された希少種】

本サイト内では環境省、広島県および北広島町レッドリストに掲載された希少種とし
て、植物4種、哺乳類2種、鳥類1種、両生類3種、魚類1種が今回のモニタリングで確
認された。

本サイトでは、主にスギ・ヒノキの針葉樹によって構成されているが、北部には広葉
樹林、東部にはアカマツ林が広がり、造林地の中央にかけて谷になっており、そこに
南北に亘る小川が流れている。こうした多様性のある環境により、希少な動植物が確
認されている。
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活動計画の内容 モニタリング計画の内容
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申請者：サイト名：

サイトの活動計画・モニタリング計画

【モニタリング対象】

【モニタリング場所】

【モニタリング手法】

【モニタリングの実施時期及び頻度】

【モニタリング実施体制】
NPO西中国山地自然史研究会が主体となって実施。

・基本的には３年に１度の頻度で実施。
・モニタリング実施年の５月に実施。

NPO西中国山地自然史研究会が主体となって実施。
尚、株式会社エネルギアＬ＆Ｂパートナーズが本サイトの維持管理
のため、定期的に入山し、状況を確認。

本サイト内に設定したルート沿い

主に哺乳類、鳥類、両生類、植物を対象とする

＜活動目的＞
水源かん養機能をはじめとした公益的機能を持続的に発揮させるた
め、森林経営計画に基づき育成・管理する。

＜活動内容＞
上述の価値（３）、（４）、（６）の保全に貢献するよう、森林経
営計画に基づき育成・管理する。例えば、
（１）鳥獣害防止森林区域における鳥獣害の防止の方法
・鳥獣害防止森林区域外であるが、植栽後は鳥獣害の未然防止の

ため、定期的に巡視し、必に応じて柵の設置等によって鳥獣
害を防止する。

（２）森林の保護
・定期的に境界および林内歩道の除草を行うことにより境界の管

理，火災予防および害獣の侵入防止を行う。
・定期的に林内の巡視を行いマツ枯れ，ナラ枯れおよびシカ害等

病虫獣害の被害を発見した場合は，すみやかに関係機関の指導
協力を求め，有効な防除・駆除を行う。

・スギ，ヒノキの間伐作業時にマツくい虫等の被害または被害の
おそれのあるマツを発見した場合は伐倒駆除する。

＜実施体制・計画の点検・見直し＞
中国電力株式会社が主体となってこれら保全活動その他維持管理作
業を行う。モニタリングで確認されたニホンジカの食害対策は影響
が顕著となった時点でNPO西中国山地自然史研究会や北広島町な
どから専門家の助言を得る。本活動計画は３年に１回点検すると共
に、６年に１度程度改定予定。
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